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受理
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新出
文献
No.

80033 2008/
03/18

71045 Ａ型肝炎 第55回日本ウイルス学会
学術集会　2P213

遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱や加圧による不活化効
果を検討した。25%アルブミン存在下60℃10時間加熱処理または室温下300～
420MPaの1分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化効果に差が
見られた。Validation試験に使用する株として、加熱や加圧で不活化されにくく細
胞で良く増殖するKRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新規不
活化法を導入する場合にはValidation試験に使用する株を適切に選定する必要
がある。

型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 遺伝子型 異なる複数 細胞馴化株における加熱や加圧による 活化効型肝炎 第 回 本ウイ 学会 遺伝子型 異なる複数 細胞馴化株における加熱や加圧による 活化効型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ80100 2008/
05/30

80207 ＢＳＥ OIE／World animal health
situation　2008年3月31
日

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から国際獣疫事務局(OIE)
に報告された畜牛におけるBSE症例数である。2006年は、スペイン68頭、アイル
ランド41頭、ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10頭、フランス8
頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーお
よびオランダ2頭、スロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年には、
これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。
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80100 2008/
05/30

80207 ＢＳＥ OIE／World animal health
situation　2008年4月17
日

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局(OIE)に報告されたBSE数である。
1987年以前は英国全体で446頭であったが、1992年には37280頭となった。その
後、減少し、2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報告されてい
る。
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80054 2008/
04/11

80053 Ｂ型肝炎 Transfusion 2008; 48:
286-294

最小感染量を求めるために、遺伝型Aまたは遺伝型CのHBVを含む急性期前の
接種株をチンパンジーに接種したところ、最小50%チンパンジー感染量(CID50）は
各々約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBV
DNA ウィンドウ期は遺伝子型Aでは55-76日、遺伝子型Cでは35-50日、HBs Ag
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型Cでは50-64日であった。また
HBV DNAダブリングタイムは遺伝型Cの方が遺伝型Aに比べ有意に短かった。
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型肝炎 最小感染量を求めるために 遺伝型 または遺伝型 を含む急性期前型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ80077 2008/
04/25

80124 Ｂ型肝炎 Vox Sanguinis 2008 Epub
ahead of print

1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBV DNA検出のための最初のWHO国際
標準品（サンプル1）が樹立された。同じ血漿から調整され、長期保存された別の
DNA検体(サンプル2）およびサンプル1の力価および安定性を多施設で評価し
た。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾燥により保存されたHBV DNAが
極めて安定であることが確認された。これを受け、WHOは2006年10月にサンプ
ル2を第2の国際標準品として樹立した。
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型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際80045 2008/
03/25

71075 Ｂ型肝炎 第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日

平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血液セ
ンターにあった。因果関係の確認のために実施した当該輸血用血液製剤に係る
保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名の献血者が平
成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べたところ、献血者の
HBV-DNAは患者のそれと塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管
検体個別NAT陰性であったが、献血者追跡調査により輸血用血液製剤からの
HBV感染が示唆された症例であった。

型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ80045 2008/
03/25

71075 Ｂ型肝炎 第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日 一般演題51

2004年8月よりNATスクリーニングのプールサイズを50から20に縮小した。大阪
府赤十字血液センターで検出されたHBV-NAT陽性事例81人を基にプールサイ
ズ縮小の効果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に100コピー未満
/mLのHBV-NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮小による効果があ
ると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析によ
りHBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサイズ縮小後に多く検出され
ていることが推察された。

型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ80059 2008/
04/22

80083 Ｂ型肝炎 第37回　日本肝臓学会西
部会　2007年12月7-8
日、肝臓 2007; 48(Suppl
3): A522

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を発症した40歳代女性の
症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解析を行って感染が証明され
た。核酸増幅検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもかかわらず、
本邦では年間10-20例のHBV感染が報告されている。その原因の一つがHBs抗
体エスケープミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。
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型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した 歳代女性型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した 歳代女性80045 2008/
03/25

71075 Ｃ型肝炎 American Society for the
Study of Liver Diseases
2007年11月2-6日

慢性HCV感染患者1930名(感染群）とHCV陰性患者1941名（対照群）とを比較
し、リスク因子を検討した。静注薬物使用、1992年以前の輸血および2つ以上の
入れ墨は感染群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染リスク要
因のない患者群においてもHCV感染と強く相関していた。
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型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較
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血対ID
受理
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番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80066 2008/
04/23

80093 Ｃ型肝炎 Clin Vaccine Immunol
published online
doi:10.1128

抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCV RNA検出により潜在性HCV感染と診断さ
れた110例の患者由来の血清中のGOR抗体反応性を調べた。抗GOR IgG陽性
患者は22例(20%)で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70/110、63.6%)に比べ有意
に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例では抗GOR IgGは全く検出され
なかった。市販の検査でHCV特異抗体を検出できず、血清中HCV RNAが検出
できない患者で抗GOR IgG検査を行う事は、肝生検なしで潜在性HCV感染を同
定する手助けとなりうる。

型肝炎 に同じ型肝炎 抗 抗体陰性 肝組織中 検出により潜在性 感染と診断さ型肝炎 に同じ型肝炎 抗 抗体陰性 肝組織中 検出により潜在性 感染と診断さ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ80045 2008/
03/25

71075 Ｃ型肝炎 J Med Virol 2008; 80:
261-267

2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名にHCV抗体セロコンバー
ジョンが認められた。この4名と以前からHCV抗体陽性であった10名のHCV RNA
およびHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、新規感染患者4
名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染患者1名から分離されたウイルスと近
縁であった。感染制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。
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型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ80045 2008/
03/25

71075 Ｅ型肝炎 Arch Virol 2007; 152:
1623-1635

日本においてHEVの不顕性感染が増加しているかを調べるため、1991-2006年
の献血者のうちHEV感染の可能性のあるALT 61IU/L以上の4019名から得られ
た血清検体中の抗HEV IgG、抗HEV IgMおよびHEV RNAを調べたところ、2004-
2006年の献血者のHEV陽性率は1998年のそれと同等であった。またALT
201IU/L以上の献血者についても1991-1995年、1996-1999年および2004-2006
年でHEV陽性率の差は見られなかった。

型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年80045 2008/
03/25

71075 Ｅ型肝炎 J Med Virol 2008; 80:
283-288

英国サウスハンプシャーの単一施設において2005年6月から13ヶ月間にE型肝
炎13例が発生した。これらの患者はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後
に特定された。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったことから、原
因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航歴のない患者全員にルーチンのE
型肝炎検査を実施することが重要と考えられる。
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型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝80054 2008/
04/11

80053 Ｅ型肝炎 N Engl J Med 2008; 358:
811-817

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植(241名）または肝移植（86名）を受け
た患者の移植時の抗HEV IgG保有率は、各々14.5%または10.4%であった。この
内、肝移植を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の
計14名で急性HEV感染を同定したが、全員血清HEV RNA陽性であり、内8名が
慢性肝炎となった。移植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4 T細胞数が有意に低かった。
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型肝炎 年 月 年 月 に腎移植( 名）または肝移植（ 名）を受け型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月 年 月 に腎移植( 名）または肝移植（ 名）を受け80033 2008/
03/18

71045 Ｅ型肝炎 第55回日本ウイルス学会
学術集会　2P207

HEVに感染したブタ糞便より精製した4種のHEVは、ウイルス除去膜
PLANOVA15Nおよび20Nで全て検出限界以下にまで除去された。液状加熱実験
では、PBS組成では加熱開始後短時間で全て検出限界以下となったが、アルブ
ミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEVは熱に弱いと
考えれられていたが、条件によって不活化効果が異なることから、血液製剤や
加工食品において慎重に不活化効果を検討しなければならない。

型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に感染したブタ糞便より精製した 種 は ウイ 除去膜型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に感染したブタ糞便より精製した 種 は ウイ 除去膜型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ80100 2008/
05/30

80207 HIV AIDS 2007; 21: 2351-
2353

フランスの新規HIV診断例におけるHIV-2およびHIV-1グループO型の感染率を
調べた。2003年1月から2006年6月に10184例のHIV新規診断症例が報告された
が、HIV-2およびHIV-1グループO型感染の割合は、各々、1.8%および0.1%であっ
た。これらの症例のほとんどは、異性との接触により感染した流行地域出身の
患者であった。HIV-2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性
であった。
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80045 2008/
03/25

71075 HIV Clin Infect Dis 2007; 45:
e68-71

ボツワナで急性HIV-1感染スクリーニング中に特定された抗体陰性のHIV-1サブ
タイプC感染の初の症例を報告する。HIV-1抗体検査の結果は、迅速検査、通常
の酵素免疫測定法及びウエスタンブロットで全て陰性であった。遺伝子組換えが
ないHIV-1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、pol及びenv遺伝子のジェノタイピ
ングによって確定された。臨床的に安定した状態からAIDS関連死までの期間は
約3ヵ月だった。サブタイプCが優勢なアフリカ南部における血清学検査陰性
HIV-1感染の調査の重要性が示された。

ボ ナ 急性 感染 クリ グ中に特定された抗体陰性 サブ80045 2008/
03/25

71075 HIV Eurosurveillance 2007;
12(5）: E070524.5 2007年
5月24日

AIDS最新号において、LikataviciusらはEuroHIV surveillance network によるヨー
ロッパの供血血液のHIV陽性率についての14年間のモニタリングデータを提示し
た。この分析は、1990-2004年のWHO欧州地域のデータが網羅されている。
2000-2004年の10万供血中の平均HIV陽性率は西欧1.7、中欧3.4、東欧36.7で
あった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧では急激な
上昇が認められた。

最新号にお らは による最新号にお らは によるに同じに同じ最新号にお らは によるに同じに同じに同じ
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